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第
七
条
第
一
項
第
五
号
中
「
こ
と
」
の
下
に「（
雇
用
環
境
・
均
等
局
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）」を
加
え
、

同
項
第
十
五
号
及
び
第
十
六
号
を
削
り
、
同
項
第
十
七
号
中
「
及
び
福
利
厚
生
」
を
削
り
、「
こ
と
」
の
下
に「（
雇
用

環
境
・
均
等
局
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
十
五
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

十
六

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
こ
と
。

第
七
条
第
一
項
中
第
十
八
号
を
削
り
、
第
十
九
号
を
第
十
七
号
と
し
、
第
二
十
号
か
ら
第
二
十
四
号
ま
で
を
二
号

ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
二
項
中
「
同
項
第
十
九
号
」
を
「
同
項
第
十
七
号
」
に
、「
同
項
第
二
十
一
号
」
を
「
同
項

第
十
九
号
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
こ
と
」の
下
に「（
人
材
開
発
統
括
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）」

を
加
え
、
同
項
第
六
号
中
「
職
業
能
力
開
発
局
」
を
「
人
材
開
発
統
括
官
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
及
び
第
八
号
中

「
こ
と
」
の
下
に「（
人
材
開
発
統
括
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条

第
三
項
中
「
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
」
を
「
前
項
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
」
に
、「
同
項
第
七
号
及
び
第

八
号
」
を
「
同
項
第
八
号
」
に
、「
派
遣
・
有
期
労
働
対
策
部
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）並
び
に
」
を
「
派
遣

労
働
者
及
び
一
の
場
所
に
お
い
て
行
わ
れ
る
事
業
の
仕
事
の
一
部
を
請
け
負
う
請
負
人
が
雇
用
す
る
労
働
者
（
当
該

場
所
に
お
い
て
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
に
限
る
。
第
七
十
八
条
第
二
号
及
び
第
八
十
一
条
第
三
号
に
お
い
て
「
請

負
労
働
者
」と
い
う
。）の
雇
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
こ
と（
建
設
労
働
者
及
び
港
湾
労
働
者
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

並
び
に
外
国
人
の
雇
用
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
事
業
主
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
て
行
う
必
要
な
助
言
そ
の
他
の

措
置
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。）及
び
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
一
項
第
二
号
」
を
「
前
項
第
二
号
」に
改
め
、

同
項
第
二
号
中
「
第
一
項
第
三
号
」
を
「
前
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
一
項
第
十
号
」
を
「
前
項

第
十
号
」
に
、「
高
年
齢
者
等
及
び
障
害
者
」
を
「
港
湾
労
働
者
、
介
護
労
働
者
、
炭
鉱
労
働
者
及
び
炭
鉱
離
職
者
、

日
雇
労
働
者
、
就
職
が
困
難
な
者
、
高
年
齢
者
等
（
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六

年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
高
年
齢
者
等
を
い
う
。
第
八
十
二
条
に
お
い
て
同
じ
。）、
障
害

者
並
び
に
季
節
的
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

第
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
雇
用
環
境
・
均
等
局
の
所
掌
事
務
）

第
九
条

雇
用
環
境
・
均
等
局
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

個
別
労
働
関
係
紛
争
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
（
労
働
基
準
局
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

二

期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
を
締
結
し
て
い
る
労
働
者
と
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
し
て
い

る
労
働
者
と
の
均
衡
の
と
れ
た
待
遇
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

三

労
働
時
間
等
の
設
定
の
改
善
に
関
す
る
こ
と
（
労
働
時
間
等
設
定
改
善
委
員
会
（
労
働
時
間
等
の
設
定
の
改

善
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
四
年
法
律
第
九
十
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
労
働
時
間
等
設
定
改
善

委
員
会
を
い
う
。）の
決
議
に
係
る
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
の
適
用
の
特
例
等
及
び

労
働
時
間
等
設
定
改
善
実
施
計
画
（
労
働
時
間
等
の
設
定
の
改
善
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
八
条
第
一
項
に
規

定
す
る
労
働
時
間
等
設
定
改
善
実
施
計
画
を
い
う
。）に
関
す
る
も
の
を
除
く
。
第
八
十
九
条
第
二
号
に
お
い
て

同
じ
。）。

四

在
宅
就
労
そ
の
他
の
多
様
な
就
業
形
態
を
選
択
す
る
者
に
係
る
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

五

勤
労
者
の
財
産
形
成
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

六

中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
六
十
号
）
の
規
定
に
よ
る
退
職
金
共
済
に
関
す
る
こ

と
。

七

職
場
に
お
け
る
労
働
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
言
動
に
起
因
す
る
問
題
に
関
す
る
こ
と
。

八

労
働
者
の
福
利
厚
生
に
関
す
る
こ
と
（
労
働
基
準
局
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

九

労
働
金
庫
の
事
業
に
関
す
る
こ
と
。

十

雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

十
一

職
場
に
お
け
る
性
的
な
言
動
に
起
因
す
る
問
題
に
関
す
る
こ
と
。

十
二

育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
そ
の
他
の
労
働
者
の
家
族
問
題
に
関
す
る
こ
と
（
子

ど
も
家
庭
局
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

十
三

短
時
間
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
に
関
す
る
こ
と
。

十
四

家
内
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
に
関
す
る
こ
と
（
労
働
基
準
局
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

十
五

家
族
労
働
問
題
及
び
家
事
使
用
人
に
関
す
る
こ
と
。

十
六

女
性
労
働
者
に
特
殊
な
労
働
条
件
に
関
す
る
こ
と
（
労
働
基
準
監
督
官
の
行
う
監
督
に
関
す
る
こ
と
を
除

く
。）。

十
七

女
性
労
働
者
の
特
性
に
係
る
労
働
問
題
に
関
す
る
こ
と
。

十
八

労
働
に
関
す
る
女
性
の
地
位
の
向
上
そ
の
他
労
働
に
関
す
る
女
性
問
題
に
関
す
る
こ
と
。

十
九

厚
生
労
働
省
の
所
掌
に
係
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進
に
関
す
る
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
」
を
「
子
ど
も
家
庭
局
」
に
改
め
、
同
条
中
第
一
号

か
ら
第
十
号
ま
で
を
削
り
、
第
十
一
号
を
第
一
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

子
育
て
援
助
活
動
支
援
事
業
（
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
条
の
三
第
十
四

項
に
規
定
す
る
子
育
て
援
助
活
動
支
援
事
業
を
い
う
。第
九
十
四
条
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
関
す
る
こ
と
。

第
十
条
中
第
十
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
十
三
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
を
九
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
十
七
号

中
「
第
十
二
号
」
を
「
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
中
第
十
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
十

九
号
か
ら
第
二
十
二
号
ま
で
を
九
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
二
十
三
号
中
「
売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律

第
百
十
八
号
）
第
三
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
保
護
女
子
」
を
「
要
保
護
女
子
（
売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一

年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
三
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
要
保
護
女
子
を
い
う
。
第
九
十
五
条
第
十
二
号
に
お
い
て

同
じ
。）」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
四
号
と
し
、
同
条
第
二
十
四
号
を
同
条
第
十
五
号
と
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
七
号
中
「
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
」
を
「
子
ど
も
家
庭
局
」
に
改

め
る
。

第
十
五
条
第
十
号
中
「
及
び
労
働
基
準
局
」
を
「
並
び
に
労
働
基
準
局
及
び
雇
用
環
境
・
均
等
局
」
に
改
め
、
同

条
第
十
二
号
、
第
十
五
号
及
び
第
十
九
号
中
「
他
局
」
の
下
に
「
及
び
人
材
開
発
統
括
官
」
を
加
え
、
第
一
章
第
二

節
第
一
款
中
同
条
を
第
十
六
条
と
し
、
第
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
人
材
開
発
統
括
官
の
職
務
）

第
十
五
条

人
材
開
発
統
括
官
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

公
共
職
業
訓
練
に
関
す
る
こ
と
。

二

技
能
検
定
に
関
す
る
こ
と
。

三

事
業
主
そ
の
他
の
関
係
者
に
よ
る
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
の
促
進
並
び
に
労
働
者
の
自
発
的
な
職
業
能

力
の
開
発
及
び
向
上
に
関
す
る
こ
と
。

四

勤
労
青
少
年
の
福
祉
の
増
進
に
関
す
る
こ
と
。

五

学
生
若
し
く
は
生
徒
又
は
学
校
卒
業
者
の
職
業
紹
介
又
は
職
業
指
導
に
つ
い
て
の
職
業
安
定
機
関
と
学
校
又

は
関
係
行
政
機
関
と
の
間
に
お
け
る
連
絡
、
援
助
又
は
協
力
に
関
す
る
こ
と
。

六

職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
無
料
職
業
紹
介
事

業
に
関
す
る
こ
と
。

七

青
少
年
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定

す
る
青
少
年
雇
用
情
報
の
提
供
に
関
す
る
こ
と
。

八

学
校
卒
業
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
の
雇
用
機
会
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

九

学
校
卒
業
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
こ
と
（
建
設
労
働
者
及
び
港
湾
労
働

者
に
係
る
も
の
を
除
く
。）。

十

介
護
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
十
五
条
第
二
項
に

規
定
す
る
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
の
組
織
及
び
運
営
一
般
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
十
五
条
第
三
号
中
「
他
局
」
の
下
に
「
並
び
に
人
材
開
発
統
括
官
」
を
加
え
る
。

第
三
十
三
条
第
七
号
中
「
職
業
安
定
局
」
の
下
に
「
及
び
人
材
開
発
統
括
官
」
を
加
え
る
。

第
三
十
七
条
第
二
号
中
「
職
業
安
定
局
及
び
」
の
下
に
「
人
材
開
発
統
括
官
並
び
に
」
を
加
え
る
。

第
四
十
一
条
第
二
号
中「（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）」を
削
る
。
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